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もう60回巡ってきました。幸いにして広島、長崎の二の舞は今までありませんでしたが、
核兵器保有国は増え続けています。（広島平和記念資料館にて）
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第2次世界大戦終結から60年が過ぎ、
核兵器をめぐる状況は、より混沌とし
ている。本年5月に開催された核不拡散
条約（NPT）再検討会議は、懸念され
ていた通り、残念ながら何も合意がで
きないまま閉会した。本来、準備会合
で事前に決定されるべき議題が何も決
まらず、心ある核軍縮の専門家、活動
家からは、今回の再検討会議の行方が
心配されていた。案の定、非同盟諸国
と西側諸国の意見の対立もあり、実質
的な審議がほとんどできなかったのは、
当然の帰結であったのだろう。

NPT発効後、条約の25年後の期限を
迎えた機会に開催された1995年の再検
討・延長会議では、この条約の無期限
延長が決定され、同時に「条約の再検
討プロセスの強化」、「核不拡散及び核
軍縮の原則と目的」も採択された。し
かし、核兵器国に対して無期限の核兵
器保有の権利を認めてしまったことが、
核兵器国の核軍縮意識を薄れさせ、非
核兵器国にも諦めに似た、無気力感が
浸透してしまったように思える。それ
が今回の再検討会議で表面化し、核軍
縮、核廃絶への努力に対する緊張感の
喪失につながったのではなかろうか。
10年前のNPT延長会議では、この条

約が期限付きの延長か、複数回の延長
か、無期限延長かの論議で紛糾した。
それにはNPTの不平等性が無期限に延

長されることを懸念したからである。
不平等とは、非核兵器国が核兵器を持
てないことではなく、核兵器国がいつ
までも核兵器を保有し続けるというこ
とであり、その不平等を無期限に認め
てしまうことが、核兵器国をして核軍
縮、核廃絶への努力を怠らせ、外部か
らの核軍縮、核廃絶への要求を無視す
るに至るのでは、と懸念されたからで
あった。その後の核兵器国による未臨
界実験など一連の核技術開発の促進は、
無期限延長に対する懸念が現実のもの
となってしまったことを如実に示して
いる。

35年前のNPT発効当時、この条約が
唯一、国際的な具体的な核不拡散体制
（当初から核兵器国の核軍縮、核廃絶に
対しては単なる精神論的な条約）の中
心であり、この条約により世界の核不
拡散のレジュームが強化される「はず」
であった。また、10年前のNPT無期限
延長と同時に採択された決定により、
核兵器の廃絶を究極目標におくこと、
核兵器国による核軍縮の促進を図るこ
とが再確認された「はず」であった。
今更再確認することでもないが、

NPTの基本理念は、非核兵器国に核兵
器保有、核開発をあきらめさせ、また
その意志、意図を保たせないことによ
り核兵器の拡散を阻止し、核兵器保有5

大国以外に核兵器保有国を増やさない
ことであった。また、これら5カ国が誠
実な核軍縮をし、究極的には核廃絶を
目指すことでもあった。

ではどうしてNPT発効以降、インド、
パキスタン、北朝鮮、イスラエル、南
アフリカ、リビア、イラクなど、明ら
かに核兵器を保有する国、保有疑惑国、
核開発国、開発疑惑国を生んでしまっ
たのだろう。パキスタンの核開発の父
と称されるアブドゥル・カディール・
カーン博士は、「平和を維持するために
核兵器を開発した。欧米が戦争をしな
くなったのは核兵器を保有したからだ」
と豪語した。そのカーン博士は、本人
が作った闇ネットワークを通して、イ
ラン、リビア、北朝鮮に高濃縮ウラン
製造のための遠心分離機システムなど、
核開発のための技術、機器を売ってい
た。パキスタン政府は、カーン博士の
この問題が表面化した時に、個人的な
犯罪であると表明したのだが、国が関
与していたかどうかはいずれ判明する
だろう。
8月8日のNHKスペシャル番組「追跡

核の闇市場－放置された巨大ネット
ワーク」によれば、米国はパキスタン
の核開発を知りながら、積極的に阻止
しなかったし、カーン博士による核技
術の盗用、物資の調達、さらには第3国

5カ国がまず核軍縮の手本を示せ
─ NPT再検討会議を顧みて ─
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Opinion

への技術、機器の提供を阻止しようと
しなかった、と報道している。それは、
アフガニスタンの隣国であるパキスタ
ンを米国が支援しており、パキスタン
の核開発を、政治的な判断で無視し続
けてきたから、とのことである。米国
ばかりではない。他の核兵器国も以前、
北朝鮮などに対する核技術や物資の提
供を行っていた可能性がある。核拡散
が進み、NPTの形骸化が言われるよう
になったその背景には、5大核兵器国に
よる直接的、間接的拡散がある。

しかしながら、NPTは今でも唯一、
国際的な具体的な核不拡散体制、世界
の核不拡散のレジュームであることは
否定できないし、代替条約もない。こ
のレジュームを何とか維持、発展させ
なくてはならない。そのためには、非
核兵器国の強い支持、協力が不可欠で
あると確信する。ではどうしたらよい
のだろうか。それには核兵器国による
不平等性を薄める努力が、目に見える
努力が必要である。小誌のNo.48、2005
年冬号のオピニオンで、東西の対立が

無くなった今、まずは英国、仏国が核
兵器を放棄することをNPT再検討会議
で宣言したらどうかと提案した。しか
しその提案はなかった。NPTの堅持に
は、英仏2カ国だけではなく、次のNPT

再検討会議に提案するために、5大核保
有国が事前に集まり、5カ国それぞれの
具体的な核軍縮計画を協議すべきでは
なかろうか。

（編集部）
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今後も石油はエネルギーの太宗

―― エネルギー問題は世界情勢にも
大きな影響を与えますが、最近の石油
価格の高騰とか地球温暖化問題を考え
た時に、将来の世界のエネルギー安定
供給を図る観点から、何が必要かとお
考えですか。
【甘利議員】私たちは何年か前に「エネ
ルギー政策基本法」（議員立法）を作り
ました。なぜ作ったかと言いますと、
エネルギー政策を推進していく上で、
その原理原則がなかったものですから、
そのために「基本法」を立法しました。

それには3原則が盛り込まれています。
エネルギーは安定供給が大事で、エネ
ルギー供給が途絶えることは、血液が
止まるのと同じで、国民生活や経済社
会の崩壊を意味します。断じてエネル
ギーの安定供給が途絶えてはいけませ
ん。
それから、エネルギーに付随して地

球環境の保全が声高に叫ばれ、世界規
模の取り組みが行われようとしていま
す。地球環境を保全し地球に優しい、
すなわちCO2を出さないようにするた
めにどう努力していくかが柱のもう一
つの点です。これらの二つの点を満た

した上で、経済の合理性を追求してい
く、二つの土台の上に乗って競争政策
を進めていくというのが基本です。そ
れに見合ってエネルギーの確保を図る
ということです。
今、日本の一次エネルギーの50％が

石油です。今後ともこの比率が若干減
少するとしても、石油がエネルギーの
太宗を占めることには変わりありませ
ん。今後は、その石油をどう安定的に
確保するか、石油自身の品質をどう高
めて公害をできるだけ少なくしていく
かということになります。また、化石
燃料の中で、石炭の比率が減少してい
く中で、天然ガスをどう確保していく
かという問題もありますし、さらには、
原子力発電をどう拡充していくかも大
きなテーマとなっています。
つまり、エネルギー政策基本法の

「原理・原則」の物差しを各エネルギー
源に当てて、各エネルギーがその原理
原則に沿って今後対応すべき事を進め、
さらにこの原理原則にもっとも相応し
いエネルギーをさらに促進していくと
いうことになります。相応しいエネル
ギーとはまさに原子力を指すのであっ
て、エネルギー安定供給、CO2対策に

衆議院、参議院の超党派の議員による「資源エネルギー長期政策議員研究会」が発足

して1年3ヶ月になりました。同研究会では、100年後を見据えたエネルギーの長期政策

のために、鋭意、研究を重ねているところです。その研究会の会長は、衆議院の予算委

員長を務められている甘利明衆議院議員です。甘利先生は、自民党の「石油等資源・エ

ネルギー対策調査会・エネルギー総合政策小委員会委員長」、「原子燃料サイクル特別委

員会顧問」も務められ、原子力分野にも大変理解の深い方です。

甘利先生のホームページ（www.amari-akira.com）には、「好きな飲み物」のコーナー

に、「ワイン」とありますが、今回のインタビューで「コーヒー」に対しても大変なこだ

わりを持っておられることが判明しました。その甘利先生に、7月26日にインタビュー

をお受け頂きました。 （編集部）

エネルギー供給が途絶えることは
血液が止まること

甘利　明 衆議院議員に聞く



有効なものです。原子燃料価格も他の
化石燃料のようには乱高下せず、安定
的であることなどを考えれば優秀なエ
ネルギー源です。今後は、今までのよ
うに安全性を第一に考えて、さらに国
民の理解をどのようにして得ていくか
が大事なことと思います。

エネルギー政策の決定権は国にあり

―― 原子燃料サイクル政策について
は賛成、反対の方々、いろいろなご意
見をお持ちの方々がおられますが、な
ぜそのような意見の相違が生じてしま
うのか、どう思われますか。
【甘利議員】第一に、一般的には漠とし
た不安が原子燃料にはあります。その
不安について、また、具体的に生じた
事故の克服と安全性の確立について、
きちんとした説明をし、理解を求めて
いくことが非常に大切だと思います。

原子力はいろいろな意味で優位性を
持っているので、「光」の部分はしっか
りと認識して頂き、「陰」の部分を具体
的にどう克服してきたか、いくか、地
域の皆さんに分かり易く説明していく
必要があります。原子力は、心配しな
がらも少しずつ着実に進めていくもの
であると考えていますし、安全第一が
何よりも優先させるべきことです。不
安を舐めてかかってはいけません。き
ちんと広報、説明していくことを優先
しなくてはならないと思います。
―― 例えば、原子力施設で事故や故

障が生じた時、その地域の自治体の長
が「原子力施設を停めた方がよい」と
いうような発言をされることがありま
す。国と地方自治体との原子力施設に
対する関係はどの様に考えた方がよい
でしょうか。原子力は国のエネルギー
政策ですが、その国の政策に対して地

方自治体の長が異議を唱える事
に対してどう思われますか。
【甘利議員】国策といえども、そ
れを進めて行くにはその立地地
域の理解を得ることが極めて重
要なことです。ただ、国策です
からそれを推進する決定権は国
にあり、地方にはありません。
エネルギー政策基本法にもエネ
ルギー政策を進める責任は国に
あり、地方はそれぞれの独自性
を生かして、これを地方の政策
に加味してほしいと書いてあり
ます。地方に推進かどうかの決
定権があるものとしては、その
地方で完結する事柄だけだと思
います。オール・ジャパンに係
わることについては、国策です

から国に決定権があります。しかし、
それでも地方を無視して乱暴に進めて
良いというものではありません。地方
の理解を最大限いただいて進めますが、
あくまでも推進するための決定も責任
も国にあるということです。

途上国支援にはハード・ソフト・人
材養成そして廃棄物対策も

―― 地球温暖化防止やエネルギー安
定供給を考えた時に、開発途上国に対
してODA（政府開発援助）を利用する
など、日本が貢献できる役割について、
具体的なお考えがありますか。例えば
原子力発電などを含めまして。
【甘利議員】エネルギー全般については、
石油備蓄などそれぞれの国のエネル
ギー政策に対してどう貢献していくか
という問題があります。さらに省エネ
技術を供与していくことも大事なこと
で、地球全体のエネルギー問題として、
地球環境への負荷を減らしていくこと
への取り組みが必要です。
原子力は、地球環境、CO2対策とい

うことでは優等生なのです。電力の大
容量を安定的に供給しますから、ベー
スロードとしての役割は、これに勝る
ものはありません。問題は、アジアの
途上国に原子力発電をどう活用して頂
くかということになりますと、建設か
ら運転管理、安全性の確保などをトー
タルで、ハード、ソフト含めて応援し
ていくことになると思います。原子力
発電に関しては、日本だけ安全ではダ
メで、外国での事件や事故が日本の推
進のブレーキにもなることから、外国
でも日本国内でも、同じ緊張感で安全
運転について目配り、気配りをしてい
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かなければならないと思います。原子
力プラントの輸出についても、ODAそ
の他の協力で、原子力のプラント輸出
が十分考えられると思いますが、ハー
ドだけでなく、ソフト、人材育成込み
で支援をしていくことが大切なことで
す。
日本も外国でもそうですが、原子力

利用で頭の痛いことは廃棄物の最終処
分です。日本ではNUMO（原子力発電
環境整備機構）が、高レベル放射性廃
棄物の最終処分場の候補地を、立候補
制を導入して一所懸命探しております
が、日本だけでなく、原子力発電所を
建てた国では同様な問題が生じるわけ
です。この問題も原子力利用の支援の
中で一体として考えていかなくてはな
らないと思います。

FBRが資源量と廃棄物対策の束縛を
解き放つ鍵

―― 日本は国是としてエネルギーの
安定確保を図っておりますが、今後、
国家戦略としてエネルギーの安定供給
を図るに当たり、現在の体制や組織を
考え直す必要がありますか。例えば
「エネルギー省」を作るべきだという話
もあるようですが。
【甘利議員】個別政策・目的ごとに「省」
を作ったらということは、「エネルギー
省」以外にもよく言われますが、当面
は担当部署にきちんと責任と連携体制
をとらせ、進めていくことで良いと思
います。改めてバラバラにして再編と
いうことになると、大変な労力をかけ
ることになります。現在は、例えば原
子力分野では、研究は文部科学省、商
業炉は経済産業省と分かれていますが、

がらがらポンで全部を組立直すという
ことになれば、その時にはやりようが
あるでしょう。しかし、今の新省庁体
制がスタートして長い年月が経ってい
るわけではありませんから、今の役割
分担の中で連携をしっかり執っていけ
ばよいと思っています。
やはり、エネルギーの安定供給を考

えた時には、原子燃料の再利用政策を
きちんと定着させていかなければなら
ないと考えています。当面はプルサー
マル（MOX燃料利用）ですが、最終到
達点は高速増殖炉（FBR）の利用とい
うことになります。これは、私どもの
頭の痛い高レベル放射性廃棄物をFBR

の中で極力燃してしまうという方策に
なるわけです。完全にFBRが実用化さ
れると、現在の60年分のウラン資源埋
蔵量を1,000年単位で利用することがで
きるわけで、ほぼ無尽蔵のエネルギー
を手に入れることができます。同時に
それは高レベル放射性廃棄物に含まれ
る厄介なアクチノイド元素を減らして
いく、燃やし尽くして、跡にカスだけ
が残るということになるわけで、上述
の二つの意味でFBRを推進すべきだと
思います。

原子力分野はエリートコース

―― 大学で、原子力学科が無くなっ

て久しいのですが、原子力に従事する
人も少なくなっています。原子力業界
で働いている人たちに対して一言、甘
利先生からどの様なことを今後考えな
がら原子力の仕事をしていくべきか、
お話し頂けませんか。
【甘利議員】原子力は「厄介なもの」で
はなく、逆に、現在と近未来を担って
いく花形であるという環境整備をして
いかなくてはならないと思います。私
が役所の方々に日ごろ言っていますこ
とは、原子力を所管する課は出世コー
スに組み入れられなくてはならないと
いうことです。原子力を担当したこと
は極めて誇りの持てることで、役人と
してのモチベーションを上げるものだ
という、そのようなポストにしなけれ
ばいけないと言っています。厄介者を
担当してしまったので、2年間、当たら
ず障らずで、何も起きないことを願っ
て、さーっと移動してしまうようなポ
ストで良いと思ったら、原子力の未来
はないと思います。
大学でも、原子力に関する学課を再

構築してほしいと思いますが、卒業し
たあと就職先がなければどうしようも
ありません。企業側が卒業生の受け入
れ態勢を整えていなければならないの
ですが、仕事がなければどうしようも
ないわけです。2030年当たりから原子

5Plutonium  No.50    Summer  2005

インタビュー



6 Plutonium  No.50    Summer  2005

力発電所の建て替えが始まりますが、
その時には技術者需要がたくさん生じ
ます。その時までどう繋いでいくかと
いう問題です。これは中国をはじめ、
アジア各国で原子力発電の展開がなさ
れていく時に、どう日本が仕事の面で
係わっていくか、その面で原子力技術
者の仕事場を作り、技術の維持・養成
を図っていくということが大事だと思
います。

国の協力無くして輸出はできない

―― アジア諸国、具体的にはインド
ネシアやベトナムなどで新たに原子力
発電所を建設したいとして、以前から
計画を進めています。そのようなアジ
ア諸国の原子力建設計画に対して、そ
のような国々と一緒に仕事をしたい、
わが国の安全な原子力発電所の機器や
技術を使って頂きたいと思うわけです。
ところがフランスでは大統領が直接そ
の国に自国の原子力発電所の導入を働

きかける外交を展開しています。わが
国とフランスの原子力産業の事情が違
いますので、一概には言えないのです
が、これからの地球温暖化防止や石油
事情を考えて、積極的にアジア諸国に
日本の原子力発電所や技術を提供する
ことに対して、政府レベルでもっと積
極的な働きかけがあっても良いのでは
ないかと思いますが。
【甘利議員】その通りです。原子力プラ
ントの場合、このプラントメーカーの
後ろには提供した国の政府がきちんと
控えていると、相手の政府が分かるこ
とが信頼を高めることになります。投
資金額も大きく、「光と陰」の陰の部分
の心配事もありますから、そこは国と
しても万全の体制で臨むことが大事で
す。原子力に限らず、国策的事業の売
り込みには、何処の国も政府がバック
アップしています。日本だけですね、
民間の仕事には官は介入しないという
国は。そこは少し改めてもらいたいと

ころです。
原子力の場合には、政府の後ろ盾が

なければ相手は絶対受け入れませんか
ら、そう言う意味では、中川経済産業
大臣が、コミットメント・レターとい
うか、政府がきちんと後ろ盾になって
いますという手紙を送っているという
ことは大変重要なことです。具体的に
政府が民間の仕事をどう支援していく
かとの仕方について、民間のビジネス
ですから関与の仕方は難しいのですが、
後ろ盾していますよということは大事
なことです。具体的には、貿易保険と
か、JBIC（国際協力銀行）のような長
期の低利融資でカバーしていくという
ことになるでしょう。いずれにしても
「政府が後ろ盾していますから安心して
わが国のプラントメーカーと契約をし
て下さい」という体制が大事だと思い
ます。
―― どうもありがとうございまし

た。
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北朝鮮は本当に切羽詰まっている

現在、北京で進められている六カ国
協議第4回会合がどの様な結末になるか
は予断を許さないのですが、今まで知
りえた情報をベースにして六カ国協議
の焦点や問題につきお話し、わが国と
して取り組むべき諸点について考えて
見たいと思います。
言うまでもなく北朝鮮の最優先課題

は、国家の発展でも国民生活の繁栄で
もなく金正日体制がどうすれば生き残
るか、即ち、金体制の生存ということ
に集約されます。そして金日成の存命
中に、国防委員会委員長という北朝鮮
軍の指揮権を有する職を与えられた金
正日が、軍と持ちつ持たれつの関係を
維持する中で、80年代前半に核開発に
手を染めてから、ちょうど20年になり
ます。この核開発は、金体制が生存し
ていくためにはもはや不可欠の手段で
あり、これを全て放棄するという考え

は、彼らには「無い」ということです。
しかし、無いと言って抵抗してしまう
と、米国が何をするか分からない。イ
ラク・フセイン政権のようになっては
困る。即ち、六カ国協議に出席するの
は米国から軍事的圧力を受けないため
の保険のようなものです。あるいはそ
れ以上のものかも知れません。
即ち、北朝鮮は現在、エネルギーや

食糧の不足が危機的状態にあり、韓国
や中国の支援を受けてはいますが、そ
の状態は今までになく深刻で、この状
況が続けば体制内の結束を維持できな
いくらいの状態になっているというこ
とです。北朝鮮としてはどうしても核
開発というカードを交渉の場に持ち出
して、これを取引材料として何かしら
のものを手に入れて、体制の存続を図
るということをせざるをえない状況で、
その必要性は今までになく強いという
ものです。
もし、北朝鮮が核兵器を完全放棄す

る意図が全くないというのであれば、
六カ国協議に出てくるインセンティブ
はないわけです。しかし、では何のた
めに北朝鮮が六カ国協議に出てくるか
というと、核開発を全部捨てるわけで
はないが、一歩も譲らないという姿勢
を固持すると米国が席を立って、本気
で帰ってしまって、あとはまず、国連
安保理の制裁ということになる。そし
て、それだけではすまなくなる。場合
によっては米国の軍事圧力ということ
もありうる。そうなると、周りの国も
支援を躊躇し、結果として経済面・軍
事面での圧力を受けて金体制が崩壊し
てしまう。それでは生き残りは維持で
きないので、外交交渉上の「テコ」と
して核開発計画をどうやって最大限利
用するか、活用できるかを彼らなりに
考えたわけです。最後の抑止の手段と
しての核兵器は堅持しなければならな
いが、そのためには核兵器計画の一部
を凍結・廃棄することがあっても、ま
だ核兵器を持っているかもしれない、
まだ残っているかもしれない、あるい
は開発するかもしれない、と思わせる
必要がある。そのためにプルトニウム
核開発計画の一部を凍結したり、廃棄
したりすることを交渉のテコに使って、
食糧・資源の供与を取り付けて体制を
生存させ、最小抑止力を維持する手段

今回の六カ国協議は必ず妥結

森　本　　敏
拓殖大学・海外事情研究所長

8月3日、北朝鮮の核開発問題を協議する六カ国協議の最中、自民、民主、公明の各

党の国会議員からなる「資源エネルギー長期政策議員研究会」第9回会合が開催されま

した。この会合では、拓殖大学教授の森本 敏先生をお招きして、現在協議中の六カ国

協議について、各国の立場、協議の行方など、お話を伺うことができました。その概要

を掲載いたします。 （編集部）
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は維持するという方法を模索する、こ
れを考えて六カ国協議に戻ってきてい
る、ということが今からお話しするこ
との前提条件です。

支援がほしい、しかし核開発は放棄
しない

六カ国協議がなぜこのような形で再
開され、今行っている交渉の流れはど
ういう事になるのかを予測した場合、
今まで3回行われてきた会合と全く違う
ファクターがいくつか見られます。そ
の最大のファクターは、米国の対応の
変化です。
他方、北朝鮮が今回の六カ国協議に

臨む基本的対応の背景が米国による武
力攻撃を阻止するための保険と考えて
いることについては先ほど触れたとお
りです。北朝鮮としては条件が合えば、
常に交渉に戻ってくるという姿勢を示
さないと米国に軍事的な手出しをされ
るという恐れがある。手を出されたら
北朝鮮はある程度は対応できると思っ
ているのですが、しかし、国内にエネ
ルギーがほとんど無く、戦車・戦闘機
を動かす石油も十分でない北朝鮮は、
113万人の兵力を十分動かす資源・産
業・資金を含む継戦能力を十分に持っ
ていませんから、外側から圧力をかけ
られると、内部が瓦解し、体制が生存
できなくなります。仮に政権が壊れな
くても、外から手を出されると、国内
情勢にとっては致命的なことになりま
す。
具体的には、ミサイルによって核開

発施設をピンポイントで攻撃されると、
北朝鮮としても対抗せざるを得なく、
軍隊を動かさなければなりません。し

かし軍隊を動かすのであれば、米国に
対して部分的にでもあれ「勝つ」とい
う結果を生じないと、金正日のリー
ダーシップは維持できないことになり
ます。では、米国に部分的にでもあれ
勝つためにはどうしたらよいかという
と、在韓米軍の相当数を動かしたとい
う結果がでることです。それを動かし
て北朝鮮が対応した場合、北朝鮮軍が
どれだけ保つかというと、1週間も保た
ない。そういう状況であるが故に、常
に交渉に戻って米国に対して交渉に応
じるという姿勢を示さざるを得ないと
いうことです。交渉に戻っている限り
は保険をかけているようなもので、
従って、攻撃されないで済むという意
味合いがあるわけです。
しかしながら、北朝鮮は核開発計画

を本気で捨てる気がないので、核開発
計画の時間稼ぎをしながら、一方にお
いて、その一部であれ凍結する、ある
いは廃棄するという手順を米国側に示
し、何かしらの援助を取り付けるとい
う交渉を行う。そのためのテコとして、
彼らの核開発計画を最大限活用する。
そして「手ぶらで帰ってくるな」、「核
開発計画を丸裸にするような権限を与
えない」との二つのmandate（命令）
を与えられて、北朝鮮の代表団が六カ
国協議に出てきていると思います。つ
まり、出て行って優位な立場で交渉を
展開させ、一部譲っても良いが、その
見返りとしてかなりのものを持って帰
るか、約束を取り付けてこいというこ
とです。しかし、北朝鮮から考えれば、
核査察担当者が自国にたくさん入って
くるとか、地下のウラン核開発施設ま
で査察が入ってくるなどは受け入れ難

いので断れということでしょう。その
ような非常に厳しい命令を与えられて
北朝鮮の代表団が出てきていると思い
ます。とにかく、妥結をして戻ってこ
いというものでしょう。

議会が米政府の態度を変えた

外交交渉には相手があり、北朝鮮の
思惑通り行くかどうかは分からないし、
難しいのですが、米国の変化とは、軍
事対応によるものではなく、まず外交
交渉によって解決しようとしているこ
とです。しかしながら、北朝鮮の核開
発計画の完全廃棄を探求する、追求す
るという方針は譲らないというのが共
和党の方針です。一方、北朝鮮が何か
要請してくるのであれば、彼らの要請
を受け入れるということによって、今
回は今までの3回の交渉に見られるよう
な、「議長声明でさえ無く、合意文章も
無いという形で帰ってくるな」という
のがライス国務長官のヒル次官補に対
するmandate（命令）ではないかと思
います。このような状況になった最大
の要因は、米国議会です。議会という
第3の権力が、ライス国務長官をはじめ
とするブッシュ政権に非常に厳しく、
議会とホワイトハウスの関係の中で、
第2次ブッシュ政権は急速にlame duck

（死に体化）しつつあります。米国の歴
代政権の中で、選挙によって第2次政権
として選ばれて、半年しか経たない内
にこれだけlame duckになる政権は今ま
で無かったと思います。米国議会は
ブッシュ政権をほとんど信任せずとい
う状態で、ラムズフェルド国防長官を
例外として、国防総省は頑張って軍事
作戦をしているから認めざるを得ない
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が、それ以外は米国議会がイニシア
ティブを執っているという情勢です。
ライス国務長官は、長官になるため

の指名承認公聴会で相当痛めつけられ、
自分の尊厳をかなり叩きのめされまし
た。ライス国務長官は議会に負い目が
あるという状態で、パウエル前国務長
官とは全く違い、議会に気を遣いなが
ら外交を行わないとならない状態です。
国務次官補のジム・ケリーが政権から
去ったので、駐韓国大使をしていたヒ
ルを次官補に採用して、今回、初めて
の交渉に当たらせているのです。彼も
厳しいmandateを与えられて、「仮に北
朝鮮を支援することになっても良いか
ら、とにかく北朝鮮との交渉で何の進
展もないということでは、議会との関
係を維持できない。これからいろいろ
な政策を議会に根回しする時にとても
議会が受け入れてくれない。そういう
状態は作ってくれるな」ということで、
ヒル次官補も北朝鮮との何かしらの合
意や妥結に至る状態にして、戻ってこ
なくてはならない厳しい命令が与えら
れていると思います。

なかなか妥協しない、それは茶番劇

共和党としても核開発の廃棄、テロ、
大量破壊兵器対策というものを優先さ
せながらも議会の支持を取り付けるた
めには、今まで以上に柔軟、かつ現実
的な対応をせざるを得ない状態におか
れています。北朝鮮の核開発計画の再
開によってKEDO（朝鮮半島エネル
ギー開発機構）プロジェクトが止まっ
ていますが、このKEDOの再開を米国
は目論んでいるのではないでしょうか。
つまり、日本、韓国の資金を目当てに、

米国が北朝鮮を動かして、とにかく核
開発のプロセスを阻止する事を一歩で
も進める。その見返りとしての支援、
援助は、米国が出すわけではありませ
ん。
米朝間では、中国を仲介しで前後3回、

事務レベルで交渉しました。結果は、
北朝鮮にはある程度の約束をして、北
朝鮮もそれを了解して今回の六カ国協
議に出てきていることです。はっきり
言って、今回の六カ国協議はある種の
茶番劇で、なかなか妥結しない、厳し
いと報道させておきながら、実態は落
としどころを模索しつつある可能性が
あります。厳しいと報道させているの
は誰に対してかというと、米国側は自
分の議会に対してであり、北朝鮮は金
正日に対してで、到底飲めないような
厳しい交渉を行っているということを
自分の国に示すことによって、最後の
決着をつけても、よくガンバって帰っ
てきたと言われるような状態を作って
戻ろうとしていると思われます。そう
いう意味では、机の上で喧嘩しながら
机の下では手を握っているということ
ではないかなと思っています。
米国側が北朝鮮に支援したいという

ポジションをサポートしているのは韓
国で、中国はその裏交渉からの全てを
知り尽くしているということでしょう。

とにかく中国としては、具体的な合意
ができれば、議長国として外交得点が
稼げます。中国の前代表の王毅さんは
駐日大使として日本に来ました。今度
の代表の武大偉さんとしては初めての
舞台ですから、彼も中国政府に対して
点数を稼がなくてはならない。従って
中国の代表団はとにかく合意ができる
ためには何でも努力しましょうという
感じです。それを後ろから支えている
のがロシアです。どう考えても、この
交渉では日本だけが蚊帳の外という感
じです。

韓国の劇的な目論見とは

ロシアはこの六カ国協議に対して何
のドクトリンも方針もなく、ただ「ロ
シアが居る」ということを内外に示す
ということです。「ロシアを除け者にし
ては困る。ロシアは非常に重要なアク
ターである」ということを示せればい
いのです。ロシアの基本的なポジショ
ンは、議長国である中国に対する全面
支援です。韓国は、とにかく何かしら
を目論んでいると私は思います。その
目論んでいることが何であるのか、私
には分かりません。推測するに、9月の
北朝鮮の建国記念日、あるいは10月の
南北統一記念の機会に、南北が協調と
統一に向けた何かしらの、「劇的な」イ
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ベントを計画しているということです。
その「劇的な」というのが何を意味し
ているのか分かりません。盧武鉉大統
領が北朝鮮に行っても「劇的」にはな
らないでしょうが、金正日が韓国に来
ますとかなり「劇的」になります。南
北が鉄道を連結して、板門店で歴史的
な会談をするということもあり得ます。
つまりそういう「劇的な」ことを行

うための引き金として、今回の六カ国
協議が位置づけられています。従って
韓国は、とにかく今回、米国にできる
だけ柔軟に対応してもらって、北朝鮮
に現実的な対応をとらせ、合意点を見
いだし、その見返りに支援をする。支
援の中身については、韓国が先手を
切って行う。韓国は、北朝鮮が六カ国
協議に出てきただけで、何かしてあげ
たい、何かしたいの一心ですから、こ
の様なインセンティブが韓国には強く
あるということです。日本は拉致問題
があるから何もできない。核問題が前
に進んだとしても、拉致問題の交渉す
らできない。立ち話で声をかけただけ
というのでは、国内を説得ができない。
拉致問題が一歩も前進していないのに、
日本から大型の援助はとうてい今の段
階ではできない。そうなると、日本に
圧力をかけてくるのは米国、との可能
性が生じつつあります。

日本と違って「北」は韓国には脅威
ではない

そこで、机の下で手を握っていると
言いながら、実際は合意文書の文言を
詰めるところで原理・原則を双方は維
持しなくてはならないため、その原
理・原則に立ち返って考えると、六カ

国協議のポイントは、五つあります。
一つは、核破棄の範囲ということです。
ウラン、プルトニウム双方を含むかど
うかです。北朝鮮は「平和利用を認め
ろ」と言っているのですが北朝鮮はこ
の一線は降りることが出来ないでしょ
う。米国は全体的なプラン、つまり米
国の外交はロードマップ方式ですから、
「北朝鮮が最終的にどうするかを示して
くれるならば、今の段階では条件つき
で平和利用は認めても良い」という現
実的な対応を示すと思います。しかし、
現時点ではこの平和利用問題が交渉の
焦点になって双方とも降りることが出
来ない硬直状態になっているわけです。
二つ目は、朝鮮半島の非核化です。

非核化と言うからには北朝鮮の非核化
だけでは困るというのが北朝鮮の言い
分です。在韓米軍は核兵器を持ってい
ないと米国は言っているし、現に持っ
ていないと思います。また北朝鮮は在
日米軍にまで言及しています。査察に
ついては、北朝鮮だけが査察されるの
ではなく、北朝鮮にも査察させろとい
う難問を突きつけて、交渉のテコを
作っています。もちろん米国はこれを
飲まないと思いますが、韓国は場合に
よってはそれを認めてしまう危険性が
あります。ご承知の通り、韓国の世論
調査によれば、韓国にとって最大の脅

威国は米国です。第2が中国、第3が日
本、第4が北朝鮮。北朝鮮は韓国にとっ
てあまり脅威ではありません。このよ
うに韓国国民にとっての最大脅威は今
や米国になっています。韓国の一般の
世論は、韓国にとっての北朝鮮は脅威
ではなく、むしろ、米国が歴代の韓国
政権を助けて自分たちを抑圧し、あり
もしない北朝鮮の脅威をあおって、韓
国政治を自由に操ってきた。その米国
こそ排除されるべきだという考えです。

約束が先か援助が先か

元に戻って、三つ目の、見返りにす
る北朝鮮への支援と協力の内容をどう
するかということです。ご承知の通り、
「安重根計画」という韓国の重大提案は、
たかだか200万kWの電力供給というも
のなのです。しかも北朝鮮には送電線
はない。それを何年かかかって引いて、
200万kWの電力を供給しますが、配電
までは北朝鮮がうんと言わないので、
北朝鮮が自分でやるのでしょう。これ
が韓国の提案です。北朝鮮にとって見
れば、そういう電力をもらって、北朝
鮮の重要施設に給電すると、韓国が電
力の基を止めたら、北朝鮮の施設の電
気が一斉に消える。8月2日の羽田空港
管制施設の停電ではないけれど、国家
の資源エネルギーという重要な提案で
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あるものの、「コンセント理論」と言う
のだそうですが、韓国にコンセントを
持たれて、韓国がコンセントから引き
抜くと北朝鮮の施設の電気が消えると
いう、そのような電力の供給は受け入
れられない、というのが北朝鮮の言い
分です。
韓国もよく「安重根計画」などと言

う名を付けたものだと思います。
4番目で厄介なのは、核廃棄と支援、

協力の手順とプロセスです。廃棄と
言っても、核開発計画の一部を廃棄し
たり、第1段階のプロセスを凍結したり、
施設の一つだけを壊したりすることは
あり得ると思いますが、北朝鮮はその
前に支援と援助を先によこせと言って
いるわけです。米国は、それは困ると
言っています。まず先に北朝鮮が態度
を示してから、それを確認して援助を
出すと言っているのです。北朝鮮は
「約束しているのだから、先に援助をよ
こせ」として、その手順が問題になっ
ているのです。北朝鮮としては、先に
何らかの援助をもらうことを確実に約
束し、あるいはできたら手で提げて
持って帰ってこいというのが北朝鮮の
代表団へのmandateですから。
最後に5番目は、その他の問題をどう

するか。ミサイルや拉致問題を合意文
章に盛り込むことができるかどうか、
相当難しい問題です。それらは今のと
ころは大変悲観的です。
そのようなことがあって、交渉がい

ずれは、近く何処かの段階で妥結する
と思います。時間はかかるが合意文章
もできると思います。きわめて重要な
点での意見の違いは、玉虫色の状態で
表現されるか、もしくは技術レベルの

グループを作って、今後鋭意検討しま
しょうという枠組み作りをして、問題
を先延ばしし、とにかく何らかの合意
文章を作って、逃げた形にする。その
ようなことをしても何らかの合意文章
を作らないと、それぞれの代表団も困
るのです。今までのように短期間で終
わる交渉ではなく、そう言う意味では、
きちっとした合意文章ができるまで続
くと思います。

「北」の支援こそ「拉致」を条件化

最後に日本がどうしたらよいかを話
したいと思います。日本の悩みは、「拉
致」問題で、国内政治的にも拉致問題
が進展しないという状況で、北朝鮮へ
の何らかの支援、協力にコミットする
ことはできないという話です。しかも
合意文章の中に拉致問題を間接的にで
も含めてくれないということになると、
日本の主張は受け入れてくれていない
との批判が出ます。この問題について
米国は、日本に対してリップサービス
していますが、一般情勢では、日本だ
け一国が主張している問題で、日朝の
「二国間問題」という形で六カ国協議で
は受け止められています。今、最優先
される問題は核開発の問題であり、日
本が言っているような包括的な問題で
はないというコンセンサスです。議長
国中国の意向が強いので、この拉致問
題は大変厳しい状況にあるのではない
かと思います。
従って日本としては、この段階で拉

致問題に進展があるという状況にはな
いので、協議の結果としての支援とか
協力というものを約束せざるを得ない
時に、その中で拉致問題に日本の果た

すべき役割というものがでてきます。
米国はあまり金を出さない、中国も出
さない、出すのは日本、韓国というこ
とになってきますと、その時に日本が
初めて拉致問題を条件化する、そうい
う方法しか、つまり間接的手段しか拉
致問題を動かす外交上のテコがないと
いう、大変厳しい状況に日本が初めか
ら置かれていると思います。

日米、日韓、日中、みな困難に

日韓関係も日中関係も難しく、郵政
民営化問題がどうなるか分かりません
が、総理の靖国参拝という問題もあり
ます。今年11月にAPEC会議が韓国の
釜山であります。当然竹島の本拠地で
すから、総理が今の状態でAPECに行
くと総理にだけ「石が飛んでくる」と
いう扱いを受ける可能性が大いにある
と思います。それに対してガス抜きを
しようとして、6月、総理に韓国に訪問
してもらって、首脳会談をしてもらっ
たのですが、聞き及びの通り、2時間の
首脳会談は、盧武鉉大統領が1時間50分
を使って扶桑社の教科書問題を取り上
げて、会談のほとんどがそれで終わっ
た。そのあとの立ち話で、記者会見に
はそれでは困るので、北朝鮮について
も話し合ったことにしようとして、記
者会見で北朝鮮のことについても話し
合ったということにしたという、こう
いう日韓首脳会談だったわけです。
これからの日中関係、日韓関係が難

しい中で、私は日米関係もご覧の通り
大変難しい状況だと思います。今まで
「日米関係は万全」とずっと政府は言い
続けてきましたが、この秋、臨時国会
が10月に開かれた場合の、テロ特措法
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支援と制裁、二つに一つ

質問 拉致問題に絡めて、国内では北
朝鮮に対する経済制裁の問題が取り上
げられています。今の段階で、北朝鮮
への経済制裁が適切な政策なのかどう
か、という気持ちもあります。お話し
の中で、米国も中国もあまり支援のた
めの資金を出さないだろうということ
であれば、わが国の経済援助は、北朝
鮮にとっても大きなウエイトを占める
とも思います。そういう六カ国協議で、
国際社会の外交政策全体の中で果たさ
なければならない役割との関連で、わが
国で考えられている経済制裁の有効性、
その制裁を使うべきなのか、そうではな
いのかについてどうお考えですか。
森本 これは多次元方程式を解くよう
な議論です。総理は「対話と圧力」と
言っています。しかし両方とも今動い
ていません。現実には、日本からの
12.5万トンの食料援助を止めています。
これは経済制裁ではないのです。特定
船舶入港禁止法と、外為法改正のこの
二つのカードをポケットに入れて、い

つでも切れるようにし、対話を呼びか
けています。一方、必要あればフルス
ケールの経済制裁を行います。それに
は二つのやり方があります。フルス
ケールの経済制裁をどんと実行して、
北朝鮮の対応を見ながら少しずつ緩和
していくというやり方です。もう一つ
はいろいろな制裁を積み上げていくと
いうやり方です。しかし、日本の意図
をはっきりさせるためには、まずフル
スケールの経済制裁をどんとして、彼
らが六カ国協議に前向きな協議をした
場合には一つを外すなど、順に対応し
た方が効果があるという考え方があり、
国会議員の方々にはそのような考えが
強いと思います。それは手段です。
政府は、説明しにくいので、私なり

に解釈すると、次のようなことです。
日本には拉致問題と国家の安全保障問
題、もちろん拉致問題も国家の安全保
障問題ですが、より深刻な核兵器とか
ミサイルという問題があります。しか
し人間の命は地球より重いとすれば、
両者は同等の問題であると言えます。
核開発問題やミサイル問題が解決した

からと言って、一方の拉致問題が解決
しないのに、日本が韓国と共に米国の
言い分に乗って経済協力を行うことは
できない話であるという立場を取って
います。ですから日本の代表団は、交
渉で「包括的に」と言っているわけで
す。
経済制裁をしながら一方で六カ国協

議の経済支援をするということはでき
ないわけです。論理が矛盾し、外交の
一貫性もなくなってしまいます。経済
制裁を行うなら、日本の国家、国民の
意思を明確に表明し、北朝鮮に「日本
から経済援助がこないと大変だ。
ちょっとは日本の言うことを聞いてや
るか」と北朝鮮を動かす最後の外交の
テコとしてそれを使うというのであれ
ば分かります。

「北」の行方を見極める

しかし、今の六カ国協議の情勢を見
ずに、国民の世論がそうだからと経済
制裁に踏み切って、1ヶ月も経たない内
に米国がいろいろ言うので韓国と一緒
に経済援助しますというのでは、日本
の外交もあったものではありません。
今は、六カ国協議を含めて外交上の見
極めをしようとして、経済制裁を止め
ているわけです。その手段を法律上で
整え、いつでも懐から出せる状態にし
ながら、北朝鮮が日朝交渉に前向きに
対応し、わが国から150項目もの情報提
供要求や質問状を出しているわけです
から、それに誠意を持って対応してく
れるのであれば、全部は解決していな
くても、少しは経済協力に応じること
にもなります。しかし一切拉致問題を
無視し切って、全く進展がないという

が10月1日に切れるわけですが、それを
10月中に国会で改正しないと、海上自
衛隊の作業は延長できません。この法
案が通らなかったら米国にどう説明す
るのか、イラクをどうするのか、国連
安保理問題は日米間でズタズタになっ
ていますが、それをどのように修復し
ていくのか、米軍再編もどのようにす

るのか、BSE問題も両国は譲らないが
どうするのか、そして六カ国協議と、
満足に日米関係が動いている案件は一
つも無いという状態です。非常に難し
い外交の舵取りをしなくてはならない。
その全体のコンテキストの中でこの六
カ国協議を考えていただく必要がある
ということです。

［質疑応答］
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なら、わが国は経済協力にも応じない
し、他の国に何と言われても日本は経
済援助も支援もできない、「拉致という
問題に対応しなければダメです」とい
う選択があります。というわけで、経
済制裁をすぐにするのか、北朝鮮を巡
る情勢を見極めて、外交のテコにする
かの二つに一つしかありません。
日本政府は、国内政治上、第2番目の

方法をとろうとしています。日本の立
場は米国と一緒で、完全な核廃棄を求
めるということです。一番厳しい、米
国共和党の主義と同じ立場を取ってい
るわけです。六カ国協議の米国の代表
団はもっと柔軟な姿勢を取っています。
日本はそのような代表団の姿勢に乗れ
ません。共和党の原理主義と同様に完
全核廃棄を約束しろとしています。北
朝鮮がそれを受け入れれば経済協力す
るのかと言えば、もう一つ、こちらの
拉致問題を解決しなければ出せません
ということです。北朝鮮がこの拉致問
題に前向きになることの留保条件とし
て、支援、協力に乗りますというポジ
ションを維持しようとしているのです。
仮に最後の合意文章に拉致問題が

入っていなくても、日本のオプション
として、核開発問題の解決が進展する
ことによって、KEDOが再開され新
KEDOに基づいて経済援助が行われる
という場合でも、拉致問題の解決が一
切進展しないという状況では、日本は
協力できないという立場を維持せざる
を得ません。ということは、そういう
ことを見極めることができるまで、経
済制裁は外交上できません。もう少し
全体の枠組みが動くまでわが国は見極
めようとしています。従って、「対話と

圧力」の機能を今、共に止めていると
いうことではないかと思います。
国家というものは冷厳なものでない

となりません。国民全体の利益に立っ
て考え、貴重な税金を使って、北朝鮮
の体制を支援し、壊れかかっている体
制を支えるとはどういうことだという
大命題にぶつかります。よく見極める
必要があると思います。

人権問題より核開発問題が先決

質問 北朝鮮の人権問題が、核開発問
題に協議が集中してから、あまり言わ
れなくなりました。実際は金正日の体
制が続く限り人権問題はついて回るわ
けで、それについての動きがないので
すが、どうなっているのでしょうか。
森本 私の想像として、人権問題は、
米国にとって大変大きな関心であり続
けているのですが、米国議会は核問題
で進展がないことの方を問題にし、今
の共和党政府を追及していますし、そ
の追求は厳しいものです。ブッシュ政
権は、すでに5年近くにわたって北朝鮮
の核開発をズルズルと、なし崩しに核
保有の時間稼ぎをさせてしまいました。
この罪は重いというわけで、これを放
置するとイランも核開発に成功してし
まう。イランはイスラムだから、イス
ラムのテロに核を渡す可能性があり、
北朝鮮はお金に困って渡す可能性があ
ります。この2カ国の核開発は何として
も止める必要があり、しっかりしろと
いうのが米国議会の政府に対する意見
です。人権問題より前に、核問題が最
優先で、これが進展することが先とし
ています。これが第1のファクターで、
米国は頭の中には人権問題があります

が、第1のプライオリティーは核問題で
す。
もう一つ厄介な問題は中国です。中

国では、多国間協議で人権問題を取り
上げるということになると、結局中国
自身に跳ね返ってくることになります。
中国は、多国間で人権問題を取り上げ
る協議で、議長国などはしません。人
権の定義が違いますから。日本が拉致
問題を人権問題だといった途端に中国
は、人権問題は議案にないと、にべも
無い態度です。日本国内で言うのは良
いのですが、六カ国協議でそれを言っ
たら、議長国は立場がないわけです。
拉致は二国間問題だとか、テロだとか
言うのは良いのですが、人権問題だと
いうと、中国としては受け入れられな
いということです。

締めくくり：
わが国の政治課題は山積み

森本 今日は、与えられましたテーマ
が「六カ国協議」ということでお話し
させていただきましたが、頭の中にあ
る全体の問題意識の中では、六カ国協
議というのはわずかな部分です。今私
が考えていますもっとも厄介な問題は、
ここ1年間ぐらい、政治をどのように動
かしていくのかということです。郵政
民営化法案が仮に今週に山を越して、
内閣改造があって、今秋に臨時国会が
あるとしましょう。その前に日米首脳
会談が、総理が国連に行かれる9月14～
16日前後にあるのでしょうか。そのあ
と外務大臣に入れ替わって、G4の安保
理提案に議題が変わっていくのでしょ
う。その14～16日の前後に開催される
日米首脳会議で、米軍再編のある種の
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道筋をそこで付けるという重要な節目
がくるような気がします。
そのあと10月ごろから臨時国会、そ

れが終わって政府予算編成、来年の通
常国会、そして来年9月までの1年の間
に、どういう問題がわが国の中で起こ
るかを、素人ですが予測してみたら、
これは気が遠くなるくらいたくさんの
問題、アジェンダを抱えていているこ
とが分かります。政治改革、政治と金
の問題、行政改革、公務員改革、税制、
年金、教育基本法の改正を含む教育改
革、日中関係、日韓関係、日朝関係、
日ロ関係、日米関係も先ほど申し上げ
たように、経済ではBSE問題、安全保
障では米軍再編と六カ国協議、国連安
保理常任理事国入り問題、テロ特措法
とイラク特措法の取り扱い、つまり陸
海空自衛隊を送っている、これをどう
するかということ等々です。
今米国は、6,700億ドルという財政赤

字を抱えています。米国政府としては、
議会との関係が非常に難しくなって、
lame duck（死に体化）しつつあり、場
合によってはイラクに新政権が年末ま
でにできると、米国はおそらく来年
早々に米軍の規模を減らすという可能
性があります。一方、英国はテロに
遭ったため、アフガニスタンのISAF

（国際治安支援部隊）であるNATO軍に
テコ入れをするため、現在イラク南部
の兵力の半分以上をアフガニスタンに
動かすつもりでいるということで、わ
が陸上自衛隊の安定のための傘が無く

なってしまう状態です。そのような中
で、イラク特措法をどうしたらいいか、
必ず年内に問題になってきます。憲法
でいう国民投票法、自衛隊を海外に派
遣する一般法、緊急事態基本法、どれ
をとっても与野党ではなく、与党の中
が割れそうです。郵政民営化どころで
はない重要案件が目白押しで、これを
全部乗り越えていただかないと、憲法
改正のところまで達しないのではない
かと思います。この様に、これからの1、
2年の政治は容易ならぬ状態で、政治空
白を作らずこれらを乗り切っていくた
めには、与党内が相当きちっとしてい
ないといけないと思います。

支援の結果がより脅威となる？

また、日本のアジア外交が非常に難
しくなって、今回外務大臣がARFに
行って、ASEANに出席できなかったの
で、ASEANは公然と日本非難をおこ
なっていました。もう日本はアジアに
仲間がいないという状態です。現に国
連安保理の常任理事国入りでは、アジ
アの中から共同提案国に1カ国もなって
くれなかったというのが現実です。国
内問題も、周りの全ての国々との関係
も難しく、アジアの国々に仲間がいな
い。国力も人口も減っていく、エネル
ギーの安定供給も難しくなる、防衛費
は減らさないといけない、その様な中
でどのようにしてわれわれは生き残っ
ていくのか、北朝鮮どころではありま
せん。アジアの中でどのように生存し

ていくのかを考え直し、立て直さなく
てはなりません。六カ国協議というの
はその一つの問題に過ぎません。
六カ国協議の本質は、みんなで金正

日の生存を助けるのが良いか、あるい
は口ではそういいながら、ここ1年ぐら
いの間に壊して、新しい統一国家を作
るのが良いか、という選択を迫られて
いるということです。この命題に対し
て、今回の六カ国協議は全部の思惑が
ずれてしまって、腹の中で考えている
こととは全然別のダイナミズムが生じ
てしまって、結果として北朝鮮の巧妙
な外交政策に乗って、みんなで金正日
を助けようかということに進んでいく
ようです。その結果として、北朝鮮の
核開発の脅威を一番受けるのは日本だ
けです。米国は遠いから脅威を全然感
じていない。中国、韓国は全く感じて
いない。ロシアは脅威とさえ感じてい
ない。日本が一番金を出さざるを得な
い、一番金を出して一番脅威を受ける
という馬鹿な外交をやらざるを得ない。
何故この様になるのかという命題に、
今回の六カ国協議は応えていない。
いったいわが国でわれわれがやってい
ることは何なのか、よく考えていただ
きたい。本当に正しいということを
やっているのかを問い直すことだと思
います。六カ国協議という機会を通じ
て、是非考えていただきたいと思いま
す。



プルトニウムを有効に使いたい

夢の原子炉・高速増殖炉（FBR）は、
原子力平和利用の最終目標です。原子
力発電開発の当初からその開発が進め
られてきましたが、その「夢」はなか
なか実現していません。今の主流の原
子炉である軽水炉、すなわち沸騰水型
炉（BWR）と加圧水型炉（PWR）だ
けでは、世界で確認されているウラン
資源量をあと85年で使い切ってしまう
計算となります。それは、ウラン資源
中に0.7％しか含まれていない、燃える
ウラン235（U235）を主に使っているか
らです。原子力平和利用は、FBRが実
用化されてはじめて、ウランの大部分、
99.3％を占める、燃えにくいウラン238
（U238）をプルトニウムに変えて燃料と
して燃やすことができます。FBRが原
子炉の主流となれば、軽水炉の約60倍、
3,000年以上はウラン資源を有効に利用
することができます。FBRは、まさに
夢の原子炉なのです。

FBRが実用化されるまでは今までの
軽水炉を利用するわけで、ウラン資源
の量を考えると、FBRの実用化が一日
千秋の思いで待たれているのです。し
かし、わが国のFBRの実用化研究のた
めに建設した原型炉「もんじゅ」（福井
県敦賀市）は、ご承知の通り、ナトリ
ウム漏れの故障を起こし、ほぼ10年間、
その修理さえできませんでした。政治
的な駆け引きの材料にされた悲しい開
発炉です。

FBRが実用化されるまで何とかなら

ないかと、10年以上前から日立製作所
の技術者たちが取り組みました。簡単
に言えば、沸騰水型軽水炉（BWR）の
炉心燃料構成を変えることで、燃えた
燃料と同じ量のプルトニウムを作って
しまおうというものです。

「増殖」「転換」「燃焼」と柔軟

世界の原子力発電容量の90％近くを
占める軽水炉では、U235が4～5％の低濃

縮の原子燃料（残りU238が96～95％）を
利用しています。3～4年間（BWRと
PWRにより異なる）に炉の中でこの燃
料が燃え、その間に燃えにくいU238の
2.5％がプルトニウムに変わり、このプ
ルトニウムも燃えます。この結果、燃
料が取り出されるまでの間に、発電電
力量の63％がU235の核分裂、30％がU238

から変わったプルトニウムの核分裂、
7％がU238の核分裂により発電されます。
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軽水炉が増殖炉に！
－ 日立のR-BWR －

沸騰水型原子炉

＜現行炉＞

＜RBWR＞

燃料集合体
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運転中の炉の中で、U238がプルトニウ
ムに変わることを「転換」と言い、最
初に入れた「燃える燃料の量」と、炉
の中で作られた「転換した燃料の量」
の割合を、「転換率」と言います。従来
の軽水炉での転換率は、約0.6です。す
なわち、最初に入れた、燃える燃料の
量の60％の量が、新たに炉の中で作ら
れることになります。その新たに作ら
れる燃料がプルトニウムです。日立製
作所の技術者たちは、この転換率を、
従来と同じ軽水炉を使って「1.03」に
まで増やす炉心を考え出したのです。
転換率が「0.6」と「1.03」の違いは大
きなものです。はじめに書きましたよ
うに、ウラン資源を85年で使い切るか、
3,000年以上も使えるかの違いとなりま
す。転換率が「1」を超えると、「増殖」
という言葉になります。日立では、この
炉を和名で「低減速水炉」（Resource-

Renewable BWR（R-BWR）：資源再
生BWR）と名付けていますが、いまい
ち名が体を表していません。当編集部
があえて名を付けるなら、「軽水増殖炉」
と言えるのではないでしょうか。
炉心の構造としては、燃料全体の直

径が今までの軽水炉の1.4倍、長さ（有
効長）が34％と、ずんぐりとした形態
です。燃料体の形状の大きな違いは、
図に示されている通り、燃料体の断面
が六角形で、その中の燃料棒が密集し
ています。燃料には、従来の軽水炉の
ようなウラン燃料だけというのではな
く、はじめからプルトニウムとウラン
の混合燃料（MOX燃料）を使用します。
現在の軽水炉でもMOX燃料の利用を計
画していますが、このR-BWRでは、そ
の6倍ものプルトニウムを利用する設計
で、しかも燃料の「増殖」ができるこ
とから、プルトニウムの高度利用を図
ることができます。
さらにこの炉のおもしろい点は、「増

殖炉」としての利用ばかりでなく、当
然、従来の軽水炉と変わらないので、
ウラン燃料燃焼炉として、また、転換
率が0.9程度の「高転換炉」として利用
できるというものです。R-BWRを「増
殖炉」として利用するには、FBRが実
用化された時に必要な専用の再処理工
場とMOX燃料工場が必要となります
が、この「高転換炉」の燃料は、現在
試運転が進んでいる軽水炉用の六ヶ所
村再処理工場と、建設計画が進んでい
る六ヶ所村MOX燃料工場で製造するこ
とが出来ます。FBR用の新たな原子燃
料サイクル施設が出来るまで、柔軟に
対応できるところが「みそ」でしょう
か。

電力会社の先見の明に期待

その他の利点として、R-BWR、特に
この「増殖炉」は、通常の軽水炉より
燃料効率がよいため、約1.5倍も長く運
転することができます。定期検査の間
隔も長くすることができ、発電コスト
も安くなるでしょう。またFBRのよう
に、炉の中で出来てしまう超寿命の超
ウラン元素（ネプツニウム、アメリシ
ウム、キュリウムなど）も炉の中で燃
やすことができるため、高レベル放射
性廃棄物の量が低減できます。大きな
利点としては、高速増殖炉（FBR）で
は1次冷却剤に液体ナトリウム、2次冷
却剤に水を使いますが、このR-BWRの
1次、2次の冷却剤は共に水ですから、
わが国で約40年間にわたって培ってき
た運転技術をそのまま使えるというこ
とです。
欠点は、前述のように、R-BWRを

「増殖炉」として使うとFBRと同様な燃
料サイクル施設の開発が必要になるこ
とです。しかし、見方を変えれば、
FBRが実用化されるまでに先行して燃
料サイクル施設を研究開発することが

でき、FBR開発関係者には失礼ですが、
FBRの実用化を例え断念しても無駄に
なりません。
さらにこの炉の大きな問題としては、

何処が発注してくれるかということで
す。わが国も他の原子力先進国も電力
会社はとかく保守的で、現在の軽水炉
技術の延長上の炉であっても、新しい
原子炉の導入には躊躇するでしょう。
今まで原子力発電が、ちょっとした故
障でも大きく叩かれてきたことに対し
て、電力会社の関係者が原子力技術に
対して神経質になっており、現状維持
を望むからと思われます。しかし、こ
のままで現在の軽水炉を使い続けると、
米国をはじめとして、多くの原子力先
進国で原子力政策の舵を推進の方向に
取り直しつつあること、中国や東南ア
ジア諸国が原子力発電の建設に意欲的
であることなどを考えると、遠からず
ウラン資源の価格も原油価格と同様高
騰することが見込まれます。40年以上
も原子力発電所を運転する電力会社と
しては、ウラン資源の有効利用を考慮
し、R-BWRを将来を見据えた炉の選択
肢の一つとして検討されることを望み
ます。
もう一つ問題なのは、現在の世界の

BWRが軽水炉全体の1/4であることで
す。特に、米国と日本に集中していま
す。それだけ顧客が少ないことを意味
します。また、現在運転中のBWRの炉
心をR-BWR炉心に改造することは、費
用が嵩むため無理のようです。わが国
においても、おそらく現在のBWRに替
わる次世代炉として、現在運転中の
BWRが建て替えされる2030年頃になる
のではないかと思われます。登場する
までちょっと時間がかかり過ぎ、その
間に技術の維持、発展が進むかどうか
気がかりです。
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従来の、しかし新たな改革路線

わが国では、軽水炉と高速増殖炉の
中間の原子炉として、また高速増殖炉
の開発が遅れた場合の端境期対策とし
て、プルトニウムを燃やし、そして生
み出す新型転換炉「ふげん」を、政府
の研究開発機関である現在の核燃料サ
イクル開発機構（10月から日本原子力
研究所と合併し、「日本原子力研究開発

機構」）で開発してきました。しかし、
その技術・炉を導入する電力会社が無
く、そのため「ふげん」は当初の運転
を終了し、廃炉のための準備に入った
ところです。R-BWRは、その路線を代
替する技術と位置づけることも出来ま
す。「ふげん」と大きく違うのは、軽水
炉技術がそのまま使えるということで
す。ただ、R-BWRの炉心構造は新しい
ものであり、何らかの形での実証試験

が必要となるでしょう。
しかしながら、従来の技術や路線に

固執せず、R-BWRという新たな柔軟な
原子炉技術を打ち出したことは大いに
大切なことであり、今後の具体化が待
たれるところです。また、R-BWRが、
世界の電力会社の関心を一層呼び起こ
すことを期待しています。

6月8日、東京・霞ヶ関において（社）
原子燃料政策研究会の第14回通常総会が
開催され、2004年度の業務報告、決算報
告案、2005年度の事業計画、予算案が承
認されました。また、理事の一部変更に
ついても承認されました

●2005年度事業計画

ロシアが加盟することにより、2005年
2月16日に京都議定書が発効しました。
加盟国は140カ国とEUですが、世界の
1/4のCO2を排出している米国が自国の国
力の低下を招くとして加盟を拒否してお
り、大きな課題となっています。
地球温暖化を防止しつつ、世界的なエ
ネルギー安定供給を達成するためには、
自然エネルギーの有効利用を含めて、
CO2を排出しない、あるいは排出量の少
ないあらゆるエネルギー源を有効利用す
る必要があります。その中でも原子力発
電は重要で不可欠な選択肢であり、核不
拡散を図りつつ、世界各国での原子力利
用の促進が将来のエネルギー安定供給の
ために必要です。

世界で原子力発電の利用を一層促進す
るためには、わが国のように大容量の原
子力発電所を運転している国が、ウラン資
源の有効利用を図ることが大切です。そ
のためには、わが国が六ヶ所村で進めて
いる原子燃料サイクル施設を全て完成し、
事業を円滑に実施することが不可欠です。
当研究会としましては、わが国の原子
力政策や原子燃料サイクル政策に関し
て、さらに理解促進を図るため、国会関
係者や立地地域の住民、さらに国民に対
しまして正確で分かり易い情報の提供や
理解促進を図ることとしております。
当研究会の活動につきましては、引き
続きこれら成果を機関誌「Plutonium」や
インターネット上のホームページなどを通
じて内外にその情報の提供を行います。

●理事の一部変更

理事の一部変更について、次の通り承
認されました。山本有二衆議院議員は、
財務副大臣に就任され、当研究会の理事
を退任されていましたが、その任が解か
れましたので理事に再任されました。同

時に、木村太郎衆議院議員は、農林水産
大臣政務官に就任され、当研究会の理事
を退任されていましたが、その任が解か
れましたので、理事に再任されました。

50数年前に、原子力を平和利用するた
めにその技術開発に携わった科学者、研
究者は、世界のエネルギー安定供給を図
るため努力してきました。わが国でも最
初に商業炉の灯がともった昭和41年（日
本原子力発電（株）東海発電所1号炉）、
当時の原子力関係者の胸の中には、将来
のエネルギー問題の解決のための糸口を
やっと探り当てたと感じたことでしょ
う。これからは原子力平和利用を世界に
拡げるために、ウラン資源の有効利用を
図る必要があります。そのためには、わ
が国のような非核兵器国が原子燃料サイ
クルを確立し、ウランのリサイクル、有
効利用を積極的に進め、実証することが
核不拡散問題上の重要なことであると確
信しています。今後とも、当研究会の活
動にご協力、ご支援を賜りますようお願
い申し上げます。

CNFC Information

エネルギー安定供給と地球温暖化防止の両立に向けて
（社）原子燃料政策研究会・第14回通常総会
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$8

横浜市に住む小学校3年生の遠藤

菜々ちゃんが、こんな詩をつくってい

た。

難しい漢字

知っている字

欠伸はあくび

知らない字は

納戸や見栄や初心

びっくりしたことは

おみやげのことを

お土産とかくことです。

（『こどもの詩』、読売新聞）

私は、わずか8行のこの詩を読んで、

こどものゆたかな感性に唸った。

「土産」という字をひっくり返すと

「産土」だ。土産は「みやげ」と読む

が、産土は「うぶすな」と読む。菜々

ちゃんに漢字文化のたのしさを教えら

れたような気がした。

そういえば菜々ちゃんが知らなかっ

たという「初心」の「初」は、「うぶ」

とも読む。赤ちゃんが生まれたとき、

初めてあげるのは「産声
うぶごえ

」だ。

古来、日本人は生まれた土地を産土
うぶすな

と呼んできた。そこには神が宿ると考

えて、村の鎮守の神さま「産土さま」

を祀った。産土の地に採れた野菜や木

の実、穀物、くだもの、貝や魚などの

豊穣をよろこび、自然の恵みを手塩に

かけて、土産にしたのである。神の恵

みのお裾分けというわけだ。

土産は「いえづと」といい、漢字で

は「家苞」。藁苞
わらづと

に包んで家へ持ち帰

る、と読める。『大言海』には、「其土

地ニ産ズル物ヲ、斉シ帰リテ、家人ニ

贈ルモノ」とあった。

大伴家持がこんな歌を残している。

『万葉集』巻ノ二十。

伊弊都刀尓　可比曾比里弊流　

波麻奈美波　伊也之久々々二

多可久与須礼騰

（家づとに　貝そ拾へる　浜波は

いやしくしくに　高く寄すれど）

おなじ『万葉集』巻ノ十五には、

防人
さきもり

が詠んだこんな歌もある。

伊敝豆刀尓　可比乎比里布等　

於伎尓欲里　与世久流奈美尓

許呂毛弓奴礼奴

（家づとに　貝を拾ふと　沖辺よ

り　寄せ来る波に　衣手濡れぬ）

漢字の表す意味とは関係なく、音や

訓をとりまぜて、「家づと」は「伊弊

都刀」であったり、「伊敝豆刀」で

あったりする。作者は、漢字を自由自

在に和語、和文に変えていったのであ

ろう。訓読みして巧みに大和言葉も創

り出してきているが、これが今日、ど

れほど私たちの言語生活を豊かにして

くれているかしれない。万葉人の詩情

にこころ打たれる。文字の愉しさをか

みしめるのである。

人を訪ねるときに手ぶらではどうか

な、と思案することがある。そんなと

きは、菓子折の一つでも提げることに

なるのだが、なにか儀礼的なものを感

じなくもない。その点旅先などからの

お土産は、田舎の匂いをふんわりとつ

つんでいて、高価なものを、といった

気重い感じを持たせない、なんといっ

てもそのこころ遣いはうれしいもの

だ。

兼好法師は『徒然草』の一節に、

「よき友三つあり」と、つぎの三つを

あげている。

一つには、物くるる友。二つには、

薬師
くすし

。三つには、智慧
ち え

ある友。

智、情、それに意ならぬ医である。

とりわけお土産を提げてくる友を、情

のあるよき友としているのが、なんと

も微笑ましい。

小学校で学ぶ漢字は1,006字だそ

うだ。かの『千字文』より6字多いと

いうのも面白い。『千字文』は「天地

玄黄　宇宙洪荒」に始まるが、私はこ

の音色が好きでよく口ずさむ。

夏目漱石も、明治29年にこんな句

を詠んでいた。

手習や天地玄黄梅の花

中学生のころ、漢文の時間に、「テ

ンチのあめつちは　ゲンコウとくろく

閑時、漢字と游ぶ

後 藤 　 茂
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きなり。ウチュウのおおぞらは　コウ

クワウとおおいにおおきなり」と声を

あげて読まされた記憶がよみがえって

きて、なつかしい。

『千字文』は、いまから1,500年昔、

中国の梁の時代に周興嗣
しゅうこうし

が編んだもの

で、子供たちが文字を習う初歩の教科

書として作られたものだ。時の王武帝

から、王羲之
お う ぎ し

の筆跡をばらばらにした

紙片を渡され、一字一字拾いあげて韻

文を考えてみよ、と命ぜられた周興嗣

は、四書五経や古人の逸話、歴史的な

故事を引いて4字を1句とし、1字の

重複もなく1,000字の韻文をつくり

あげたといわれている。これに北魏の

李暹
りせん

がつけた注釈は、まるで歴史講談

でも聞くように愉しく、4字の韻文

250句は、まさに詩である。

漱石は、中国六朝時代の晋の孫楚が、

「枕石漱流」というところを「漱石枕

流」と言い間違え、「石は歯を磨くた

め、流れは耳を洗うためだ」と強がっ

たという故事が気に入って、筆名を

「漱石」とつけたといわれるが、私は、

ひそかに「游石」という号をつけてい

る。漢字はその意味だけではなくて、

字体がかもしだす凛とした風格に引き

込まれることがあるが、漢文を習った

ころから、なぜか「游」の字に魅せら

れていたからである。

漂白の俳人山頭火に、

濁れる水の流れつつ澄む

がある。こころに沁みてくる句だ。

使われた漢字はすべて水である。「游」

を眺めていると、網代笠に破れ衣の山

頭火が妙に重なってくる。私が、「游

石」という雅印をつくってたのしんで

いるのも、水の流れが、石たちと無心

に戯れている情景を、わが人生に映し

ているからかもしれない。

「子
し

曰
のたまわく

知者樂水
ちしゃらくすい

」

（知者水を楽しむ）

水は流れる。知者は流れてやまぬ水

の姿を楽しむものだ、と、教壇を歩き

ながら論語の一節を読み上げていた漢

文の先生の顔が、ふと、浮かんでくる。

「漱」の字は、教育漢字からも、常

用漢字からも、もちろん人名漢字から

も追放されているが、さすがに漱石だ。

「そうせき」とクリックするとパソコ

ンの画面に「漱石」と出てくる。しか

し「游」の字は現れない。群れをつ

くって季節的に移動する魚を「回游魚」

というのに、いまは「回遊魚」になっ

てしまった。魚は、陸
おか

に揚げられて遊

んでいる図だ。

ところがうれしいことに、『四字熟

語辞典』（岩波書店）には「游」の字

が入っていたのである。「優游涵泳」

という熟語で、「ゆったりした心で学

問や芸術の境にひたること」と説明が

あり、朱子が『語類』のなかに、「涵

泳」とは、ひたすら子細に読書するこ

との別名だ、と言っていると付記され

ていた。

中国・南宋随一の詩人陸游
りくゆう

にこんな

詩がある。

帰老せば寧
なん

ぞ五畝の園無けん読書

の本意は元元に在り

灯前目の力は昔に非ずと雖も

猶課す蝿頭二万字

「隠退すれば故郷には田宅もあるが、

こうして読書するのは、民（元元）の

ために尽くしたいからだ。目の力は衰

えたが、なお蠅の頭ほどの小さい文字

20,000字を読むことを日課にしてい

る」と詠っている。陸游の「游」の字

が目にしみる。私の好きな詩人だ。

老いを感じる人々が増えてきたから

だろうか、このところ辞書、辞典の類

がつぎつぎと出版されてきた。『仏教

四文字熟語辞典』（人物往来社）もそ

の一つだ。

この辞典には、「古教照心」がは

いっていた。中国後秦の僧肇
じょう

が著し

たと伝えられる『宝蔵論』にある語だ

そうで、「雑学惑心」という4字熟語

もあった。系統立たない学問や知識で

は、迷うことがあるという意味だ。出

典は『五輪九字明秘密釈』とある。

「悉く書を信ずれば即ち書無きに如か

ず」といった孟子の言葉が付記されて

いた。編者は、数多くの仏典から

1,000語を選んだ碩学、須藤隆仙と

いう学僧だそうである。

大修館書店から出されている『熟語

辞典』は、私の愛用の辞典だ。その序

文に、「四字熟語は、中国四千年の文

化文明が生んだ輝かしい成果である。

日本千数百年の漢字漢語文化史上の、

見事な結実である」と書かれていた。

収められた熟語もさることながら、珠

玉の序文にも感動である。

難しい漢字が無闇矢鱈
むやみやた ら

と失われてい

く昨今、新聞の見出しに「魑魅魍魎」

という熟語が、ルビもふらずに出てき

たのには驚いた。この4文字は、1字

1字だとワープロにも顔を出さない

が、熟語になると白昼でも堂々と姿を

見せてくれて嬉しい。「魑」は山林の

精、「魅」はもののけ、「魍」は山水の

妖精、「魎」は妖怪、いずれも部首は

「鬼」、おそろしげな容貌で、訓では

「すだま」という。実に見事な4字熟
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語だ。追放した漢字だからと、「ちみ

もうりょう」と仮名で書けばチンプン

カンプン、当のお化けに嗤
わら

われそうで

ある。

作家の大場みな子さんは、「詩の言

葉、歌の言葉の特質のある日本語は、

単なる記号としての言葉ではなく、そ

の奥にいわば言霊を持った言葉とし

て、人の心を繋いでゆくに違いない」

（エッセイ、『心を繋ぐ言霊を持った言

葉』）といっているが、「魑魅魍魎」も

この言霊
ことだま

を秘めた文字といえようか。

青葉が目に沁みる。爽やかな季節到

来である。今日はこどもの日だ。ケー

キを手土産に中学生の孫を訪ねた。散

らかった部屋に、「漢字検定準1級

『頻出度順』問題集」があるのを見つ

けてびっくりした。3,000字の漢字

をとりあげ、読み、書き、4字熟語に

分けて、例題が出ている。興ひかれる

ままに拾い読みしてみたが、なかなか

どうして、難問であった。

4字熟語のなかに、「焚書坑儒」が

出ていた。久しぶりに目にする熟語で

ある。度量衡や貨幣、漢字を整理統一

した秦の始皇帝が、生きた漢字を研究

しない儒者らの書物を焼き捨て、生き

たまま坑
あな

に埋めたという故事からでき

た言葉だが、問答集には読み方は書い

てあっても解説がない。辞書や歴史書

で勉強しなさいということだろうが、

それにしても、「ふんしょこうじゅ」

ではなんのことだか分かるまいと、ぶ

つぶつ呟きながらページを閉じた。

このところ妙に漢字にこだわりはじ

めた私のもとへ、親しい友である尾崎

護さん（元大蔵事務次官）から、毎週

1回寺子屋を開講している、との便り

が届いた。

「塾長は私で、塾生は近くに住む小

学一年生と三年生の男の子とおばぁ

ちゃん（妻）の三人きり。日本語の調

子を整えるのには漢文のセンスが欠か

せないと思い、意味なんてわからなく

てもいい、子曰く…　と素読した若い

ころの記憶が、自然に文章の調子を身

につけることができたと思っているの

で、孫たちにも声をだして暗唱させる

ことにした」と、にわか塾長尾崎さん

は、文面で笑っていた。

『祖父の塾』の第1回は朱熹
き

の「少

年易老學難成」の1行にしたそうで、

「少年老い易く学成り難し」と書き下

ろした文にルビを振っている。学殖ゆ

たかな尾崎さんは、自らワープロでテ

キストをつくり、余白には説明文をつ

けた。その歴史的背景を説きながら、

孫たちと学びあう今様寺子屋風景は、

「孫のための『おじいちゃんの素読』

私塾」（『諸君！』、平成17年3月号）

に愉しく描かれていたが、「高齢者が

漢文の底力で読書の喜び」を増やして

欲しいと語る尾崎さんの思いに、つい、

ひきこまれた。「漢文を読む目的は日

本語をみがくことである」と語ってい

る尾崎さん、いい言葉だ。

それで思い出したことがある。数年

前、台湾の工程師学会に招かれて、

「核四核不核建―核電政策與安全―」

検討会で講演した日のことだ。「日本

における原子力政策と今後の課題」に

ついて語った私に、工程師の皆さんの

感謝の気持ちだといって、会長の陳文

源さんから「高膽遠矚」と彫金した額

を贈られたのである。

中国や日本がすすめている簡略化

を、かたくなに拒む台湾では、町を歩

いていても字画の多い漢字に出合う

と、ふしぎな感動をおぼえる。だから

私は、「高膽遠矚
こうたんえんしょく

」のような熟語は、

もはや台湾だけに残された熟語かな、

と、懐かしい思いで口ずさんだ。

試みにインターネットで検索してみ

ると、あの簡体字の氾濫している中国

でこの熟語が生きていたのだ。「西部

大開発呼喚留学人員」と題して書かれ

た雑誌にあった。「世紀の境目におい

て、わが国の現代化建設は、全面的に

第2期の戦略目標を実現し、第3期戦

略配置を開始するにあたり，中共中央

は『高膽遠矚、総攬全局、審時度勢、

不失時机』、大開発戦略の実現を図る」、

（『神州学人』、2000年5月号）との

評論員の論説で、「志を高く、遠くを

望み、全体を掌握し、形勢を判断し、

時機を失せず」建設する。学生よ来た

れ、というのだ。「高膽遠矚、総攬全

局」は、江沢民主席の呼びかけ（人民

日報）であった。

閑時、游閑、ゆとりありて緑陰に、

『論語』を開く。「行不由徑」という言

葉を見つけた。大道をまっすぐ進むが

よい。近道と見え、変化に魅力を感じ

ても、小径はやがて行きづまる、と教

えている。

孔子の弟子で、文学にすぐれた春秋

時代の呉の人、子游
しゆう

の言であった。

「游」の字に目をかがやかす河童

かな

游石

（元衆議院議員）
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ニューヨークで原油価格がとうとう1バレ
ルあたり64ドルという最高値をつけました。
石油の供給が逼迫するのではないかとの懸念
からです。石油は燃料の他、様々な製品に原
料として利用でき、価格の高騰は広範な産業
に影響します。電力源を石油に頼るのではエ
ネルギーの安定供給が図れないことは明白で
す。やはり大量のエネルギーを安定供給でき、
炭酸ガスを排出しない原子力発電は、必要不
可欠なものではないでしょうか。日本の夏の
蒸し暑い中では、停電によりエアコン無しで
いると、電力のありがたさ、原子力発電のあ
りがたさが身にしみます。
温室効果ガス削減のために、日本では環境

省が夏のエアコンの設定温度を28度にし、オ
フィスで快適に過ごすためノーネクタイ、ノー
上着を提唱しています。COOL-BIZ（クール
ビズ）と言い、その意味は、夏に涼しく過ご
すための新しいビジネススタイルとのことで
す。官庁街ではクールビズ・スタイルの人達
が闊歩していますが、単に今までの上着とネ
クタイを外しただけで、何となく物足りなく
感じるのは私たちだけでしょうか。自分も涼

しく、相手にも涼しく見えるスタイルはなか
なか難しいようです。フィリピンの正装であ
るバロン・タガログや、ハワイのアロハシャ
ツがうらやましく、爽やかに感じます。
米航空宇宙局（NASA）は、7月4日、1月

に打ち上げた水星探査機ディープインパクト
から、銅・アルミニウム合金製の衝突体を、
テンペル第1彗星の核に衝突させることに成
功しました。その衝突データから、太陽系や
惑星誕生のメカニズムの解明が期待されてい
ます。またNASAは、7月29日には、冥王星の
外側に、冥王星の1.5倍程度の大きさの天体を
発見したと発表しました。以前からその天体
の存在が予測されていたものです。地球の兄
弟が一つ増えました。
日本の野口さんが搭乗したディスカバリー

も、宇宙での作業を終え、無事帰還しました。
宇宙は容易に立ち入ることのできない無限に
続く領域であり、科学的な解明を期待すると
ともに、一方では神秘的なものも感じざるを
得ません。そのため人間の宇宙に対する探求
心、興味は尽きることのないものかもしれま
せん。
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